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ABSTRAK 

 

Marvella Daffa Alifia. 2026. Prosedur Penerjemahan Gyakusetsu no 

Setsuzokushi dalam Novel Hon o Mamorou to Suru Neko no Hanashi Terjemahan 

Lulu Wijaya. Skripsi. Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa 

dan Seni. Universitas Negeri Jakarta. 

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui gyakusetsu no setsuzokushi yang 

terdapat pada novel Hon o Mamorou to Suru Neko no Hanashi dan prosedur 

penerjemahan yang digunakan untuk menerjemahkan gyakusetsu no setsuzokushi 

yang terdapat pada novel tersebut. Teori yang digunakan dalam penelitian ini 

adalah teori prosedur penerjemahan oleh Newmark (1988) dan teori gyakusetsu no 

setsuzokushi oleh Sudjianto (2010). Penelitian ini menggunakan metode penelitian 

kualitatif studi pustaka. Untuk mengumpulkan data digunakan teknik simak 

dengan teknik lanjutan catat, dan untuk menganalisis data digunakan teknik pilah 

unsur penentu. Berdasarkan data yang terkumpul terdapat 6 konjungsi yang 

termasuk ke dalam gyakusetsu no setsuzokushi dalam novel Hon o Mamorou to 

Suru Neko no Hanashi yaitu shikashi sebanyak 27 data, keredo sebanyak 1 data, 

keredomo sebanyak 34 data, soredemo sebanyak 7 data, daga sebanyak 8 data, 

dan demo sebanyak 19 data. Kemudian prosedur penerjemahan yang diberlakukan 

untuk menerjemahkan gyakusetsu no setsuzokushi dalam novel tersebut di 

antaranya adalah prosedur penerjemahan literal sebanyak 75 data, modulation 

sebanyak 7 data, expansion sebanyak 1 data, reduction sebanyak 7 data, dan 

couplet sebanyak 6 data, dimana keenam data tersebut merupakan gabungan dari 

dua prosedur transposition dengan modulation dan reduction dengan expansion.  

Kata kunci: penerjemahan, prosedur penerjemahan, gyakusetsu no setsuzokushi, 

novel 
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ABSTRACT 

 

Marvella Daffa Alifia. 2026. Translation Procedures for Gyakusetsu no 

Setsuzokushi on Indonesian-translated version of Hon o Mamorou to Suru Neko 

no Hanashi Novel by Lulu Wijaya. Thesis. Japanese Language Education Study 

Program. Faculty of Language and Arts. State University of Jakarta. 

This study aims to identify the types of gyakusetsu no setsuzokushi found in the 

novel entitled Hon o Mamorou to Suru Neko no Hanashi and the translation 

procedures used to translate the gyakusetsu no setsuzokushi found in the 

Indonesian-translated version of  said novel. This study uses theory of translation 

procedures by Newmark (1988) and theory of gyakusetsu no setsuzokushi by 

Sudjianto (2010). This study employs a qualitative literature review method. Data 

were collected using the observation technique combined with note-taking, and 

were analyzed using the key element sorting technique. Based on the collected 

data, there are six conjunctions classified as gyakusetsu no setsuzokushi in the 

novel Hon o Mamorou to Suru Neko no Hanashi, which are shikashi (27), keredo 

(1), keredomo (34), soredemo (7), daga (8), and demo (19). The translation 

procedures applied to translate the gyakusetsu no setsuzokushi in the Hon o 

Mamorou to Suru Neko no Hanashi novel include literal translation (75), 

modulation (7), expansion (1), reduction (7), and couplet (6)—which is a 

combination of the transposition procedure with modulation procedure and the 

reduction procedure with expansion procedure.  

Keywords: translation, translation procedures, gyakusetsu no setsuzokushi, novel 
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要旨 

 

マルフェラ・ダッファ・アリフィア。2026 年。ルル・ウィジャヤによる

「本を守ろうとする猫の話」インドネシア語版における逆接の接続詞の翻

訳方法。論文。日本語学科。言語美術学部。ジャカルタ国立大学。 

本研究は「本を守ろうとする猫の話」における逆接の接続詞の種類と、同

小説における逆接の接続詞を翻訳するために使用された翻訳方法を明らか

にすることを目的としている。本研究で用いた理論は、Newmark(1988) 

による翻訳手順論および Sudjianto (2010) による逆接の接続詞理論である。

本研究では、定性的文献調査法を採用した。データ収集には「 teknik 

simak」技法とそれに続く「teknik catat」技法を用い、データ分析には

「metode padan pilah unsur penentu」技法を用いた。収集されたデータに基

づき、「本を守る猫の話」には、「しかし」が 27 データ、「けれど」が

1 データ、「けれども」が 34 データ、「それでも」7 データ、「だが」8

データ、「でも」が 19 データという 6 の逆接の接続詞があることが明ら

かになった。また、その小説で逆接の接続詞を翻訳するために適用された

翻訳手順には、「literal」が 75 データ、「modulation」が 7 データ、

「expansion」が 1 データ、「reduction」が 7 データ、および「transposition」

と「modulation」ならびに「expansion」と「modulation」を組み合わせた

「couplet」が 6 データがある。 

キーワード：翻訳、翻訳方法、逆接の接続詞、小説  
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ルル・ウィジャヤによる「本を守ろうとする猫の話」インドネシア語版

における逆接の接続詞の翻訳方法 

ジャカルタ国立大学 

Marvella Daffa Alifia 

pelanosuke@gmail.com 

概要 

A. 背景 

 小説は著作として色々な単語の種類があり、その一つは接続詞で

ある。接続詞の種類のうち、小説によく現れる接続詞は逆接の接続

詞である。逆接の接続詞はインドネシア語に翻訳されたらほとんど

同じ意味をするが、先行部と後続部の文脈や筆者の伝えたいことを

強調することにより、たまに「予想されることから違うことが起き

る」という本来の意味に翻訳されないこともある。つきましては、

Nord (Hartono, 2017:77) は翻訳するには翻訳先言語に最も近い意味

を持つ言葉を探すだけではなく、筆者の意向や伝えたいことを読者

に届けられるようにその意向や伝えたいことも訳すと定義している。 

 また、研究対象とした小説の「本を守ろうとする猫の話」は、ジ

ャンルがファンタジーで不思議な世界を描くことが多い物語である

ので、読者がその物語を感じ取るように翻訳者はなるべくそれを翻

訳先言語でよく解釈できなければならない。 
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 以前のことから、ルル・ウィジャヤによる「本を守ろうとする猫

の話」インドネシア語版における逆接の接続詞の翻訳方法を研究す

ることにした。 

B. 問題提供 

1. 「本を守ろうとする猫の話」にはどのような逆接の接続詞があ

るだろうか。 

2. 「本を守ろうとする猫の話」における逆接の接続詞はどの翻訳

方法を使い、翻訳されているだろうか。 

C. 研究結果 

本研究では Newmark (1988)による翻訳方法理論および Sudjianto 

(2010) の逆接の接続詞理論を使用した。データ収集には「metode 

simak」とその追加の技法の「teknik catat」という技法を、データ分

析には「metode padan」という技法を使用した。データを収集した

結果、「本を守ろうとする猫の話」には、6 つの逆接の接続詞があ

り、「しかし」が 27 データ、「けれど」が 1 データ、「けれども」

が 34 データ、「それでも」が 7 データ、「だが」が 8 データ、

「でも」が 19 データある。収集したデータを分析した結果、「本

を守ろうとする猫の話」における逆接の接続詞をインドネシア語に

翻訳するには、逐語訳、「modulation」、「reduction」、

「expansion」、「couplet」という翻訳方法を使用していることをわ

かっている。データの詳細は下記のテーブルで表示されている。 
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『本を守ろうとする猫の話』における逆接の接続詞の形と 

翻訳方法のデータ総数 

番 逆接の接続詞 翻訳方法 データ件数 合計数 

1 しかし 

Literal  17 

27 

Modulation 1 

Reduction 3 

Expansion 1 

Couplet 5 

2 けれど Literal  1 1 

3 けれども 

Literal  30 

34 
Modulation 1 

Reduction 2 

Couplet 1 

4 それでも 
Literal 5 

7 
Reduction 2 

5 だが 
Literal 7 

8 
Modulation 1 

6 でも 
Literal 15 

19 
Modulation 4 

総数 96 

 

 また、分析の結果に基づき、逆接の接続詞の先行部と後続部で提

示されている内容から、『本を守ろうとする猫の話』における逆接

の接続詞はどの翻訳方法を使い、どのように翻訳されているだろう

かというパターンも明らかになる。データの詳細は下記のテーブル

で表示されている。 
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「本を守ろうとする猫の話」における逆接の接続詞を翻訳するのに使われ

ている翻訳方法 

番 

逆接の接続詞を翻訳

するために使用され

ている翻訳方法 

逆接の接続詞の先行部と後続部で提示

されている内容 

1 Literal   逆説の関係を示す 

2 Modulation 

・状態の描写を示す 

・同じ意向、目的を持つ 

・翻訳元言語の言外の意味を翻訳先 

 語に明かす 

・キャラクターの意向を明かす 

・先行部を強調する 

3 Reduction 

・状態の描写を示す 

・行為の繰り返しを示す 

・キャラクターの絡み、内容を強調 

 する 

・状態の変化を示す 

4 Expansion  詳しく状態の描写を示す 

5 Couplet 

・キャラクターの個性の違いを 

強調する 

・キャラクターが述べたことを強調 

する 

 

D. 結論 

本研究の目的は、『本を守ろうとする猫の話』における逆接の接

続詞を知り、および『本を守ろうとする猫の話』における逆接 



 
 

xx 

 

の接続詞はどのように翻訳されていることである。分析の結果に基

づき、『本を守ろうとする猫の話』には「しかし」、「けれど」、

「けれども」、「それでも」、「だが」、「でも」の 6 つの逆接の

接続詞があり、『本を守ろうとする猫の話』における逆接の接続詞

を翻訳するには、「 literal」、「modulation」、「 reduction」、

「expansion」、「couplet」の 5 つの翻訳方法を使用しており、最も

多く使われているのは逐語訳であることが明らかになる。 

 


